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目的変数 度数 最小値 最大値 平均値 標準誤差 標準偏差
WC_Total 総収集量(直営E委託)原単位(g/人/日) 639 52.9 1306.1 695.0 5.4 137.2 
WC_Com 可燃ごみ収集量(置首・委託)原単位(g/人/日) 639 0.0 872.5 524.9 4.6 116.6 
WCJnc 不燃ごみ収集量(直営・委託)原単位(g/人/日) 639 0.0 401.8 66.0 2.1 53.1 
WC_Re 資源ごみ収集量(直営・委託)原単位(g/人/日) 639 0.0 292.3 89.2 2.6 65.9 
W_Recycling 集団回収量原単位(g/人/日) 639 0.0 690.8 60.0 2.1 53.6 
説明変数 度数 最小値 最大値 平均値 標準誤差 標準偏差
O_UP_C 可燃ごみ有料化ダミー変数(可燃ごみ有料化実施時を1、実施していない場合を0 639 。 0.70 0.02 0.46 
O_UPJC 不燃ごみ有料化ダミー変数(不燃ごみ有料化実施時を1、実施していない場合を0 639 。 0.56 0.02 0.50 
O_UP_RE 資源ごみ有料化ダミー変数(資源ごみ有料化実施時を1、実施していない場合を0 639 。 0.26 0.02 0.44 
Price_Cbag 可燃ごみ指定袋容積単価(円/L) 639 。3.0 0.69 0.02 0.62 
Oiffer_CJC 指定袋容積単価の差額(可燃ごみ一不燃ごみ)(円/υ 639 -0.4 1.7 0.10 0.01 0.29 
Oiffer_C_Re 指定袋容積単価の差額(可燃ごみ一資源ごみ)(円/L) 639 -0.2 3.0 0.51 0.02 0.61 
N_bag 可燃ごみ指定袋種類数 639 。 51 1.92 0.05 1.37 
o 15B 可l設燃定ごしみて指い定る袋場1合5Lを以1、下設有定ダしミてーい変な数い場合を0) 639 。 0.27 0.02 0.45 
0_2B 可燃ごみ指定袋2種類ダミー変数 (2種類の場合を1、2種類以外の場合を0) 639 。 0.35 0.02 0.48 
0_3B 可燃ごみ指定袋3種類ダミー変数 (3種類の場合を1、3種類以外の場合を0) 639 。 0.25 0.02 0.43 
0_OVER2B 可燃ごみ指定袋2種類以上ダミー変数 639 。 0.72 0.02 0.45 (2種類以上の場合を1、2種類未満の場合を0)
0_OVER3B 
可皇(3瞳蝿種璽車ご顎ごみi以且指ょ上定の袋場34合種雇を扇類し面以43種五上亨短ダ類吾ミ未朱ー二讃篇蚕表の轟数場合を0)
639 。 0.36 0.02 0.48 
0_OVER4B 
合を0) 639 
。 0.12 0.01 
O_PapRC 古紙資源収集ダミー変数(実施している場合を1、していない場合を0) 632 。 0.69 0.02 0.46 
O_PetRC ペットボトル資源収集ダミー変数(実施している場合をししていない場合を0) 632 。 0.77 0.02 0.42 
O_PlaNonC プラスチッヴ製容器包装類非可燃収集ダミー変数 632 。 0.47 0.02 0.50 (実施している場合を1、していない場合を0
O_GraRC 集団回収助成制度ダミー変数(実施している場合を1、していない場合を0) 639 。 0.85 0.01 0.36 
P_H 1世帯あたり平均世帯人員(人/1世帯) 639 2.1 3.9 2.84 0.01 0.34 
Pop_O 人口密度(人/km2) 639 51 12338 1869 97.2 2457 
R_OayP 昼夜間人口比 639 01 113.68 74β8 1.07 27.10 




Yit=偽xXit+ 均十~ 0 
ここで、自治体i=1，2，…，71、時間t=1，2，.・.，9とし、誤差項匂は互いに独立に正規分布仰のに従っているとする。

















































D UP C 
D UPIC 
D UP RE 
Adjusted R-squared 
F test :F( 70，565) 




































九=C+α，1 Price _ Cbag +αaD脚 ._cーIC+α:3Dife!二C_Re+α:4D_2B+α:5D_3B+αoD_O四R4B+α7D_15B
+向D_PapRC+的DーPetRC+αlOD_PlaNonC +α，nD_UPーC*D_PapRC+α12D_UP_C勺ー PetRC







































DIFFER C IC 









D UP C本DPetRC 







F test :F(70，543 ) 


























えたが、本分析結果では 15L以 林 ;pく0.01 本;p<0.05 ・;pく0.10
WCCom WClnc 
Coefficient Coefficient 
1335.38 本本 129.93 
一45.40申* -14.84 
-20.88 ホホ 13.04 * 
-12.56牢 4.98 
-111.69 * -4.68 
-79.55 *牢 -13.63 
-85.50 ** -25.04 料
7.27 -13.38 




-3.38 -7.52 • 
32.01 本* 22.80 本
1.50 28.96 ** 





19.48 ** 19.52 キキ
34.20串 32.82 本
干ixed fixed 








22.20 本 25.78 本本
2.79 3.42 
20.91 本* 4.65 
21.85 ** 16.21 * 
29.55 本車 -10.39本*
5.13 -22.93 牢本
-12.34 本本 -3.22 
-15.65本 5.89 




-50.57 *ホ -13.54 
0.86 0.71 
22.82ホ* 12.64料
47.58 本本 38.75 本本
fixed fixed 
選




























































む= C+α:jPRICιCbag+ αäDiffe!二仁IC+ α~Diffe!二ιRE+ α4N_bαg+ 鈎+~ ，(必
次に、袋種類数毎のごみ減量効果を推定するため、可燃ごみの指定袋種類数に応じたダミー変数 (2種類、 3種
類、 4種類以上)を加えたモデ、ノレ式(5)を設定した。
Yit= C+α:lPRICιCbag+α:2Differ_CーIC+α:3D宮'fe仁仁RE+α4D_2B+α:sD_3B+α6D_O四'R4B+的+eit (5) 





=α:4D_2B+向+oJD_3B+伶 +(2)j止O昭 'R4B = α:4D_2B+向4+dJ D _3B + {(a4 +(1) +d2J D _ 0四'R4B




九=C+α1PRICιCbag+α:2D俳仁仁IC+α3D砕仁CRE+α4D_O阻厄'B+djD_O四'R3B+d2D_O四'R4B+Uj+ ej( (7) 
さらに、袋種類数が2種類と 3種類、 3種類と 4種類以上のカテゴリー間での減量効果の差を推定する。 Y1: 2 
種類と 3種類の減量効果の差、 η:2種類と 4種類以上の減量効果の差とすると、モデル王気5)の袋種類数のダミー
変数に関する項は次のように変形できる。
α4D_2B+α:sD_3B+α6D_O昭'R4B
=α4D_2B+向+yJD_3B+向+yJ)D_O昭 'R4B = α4ρI_2B+D_3B+D_O庖 R41り+Y1D_3B + Y2D_O四 R4B
=α4D_O四'R2B+Y1D_3B + Y2D_O悶'R4B (8) 
モデル式(5)に式(8)を代入すると、モデル式(9)式で表すことができる。
Yj(=C+ α:jPRICιCbag+ αäD緋九CーIC+ α~D俳仁仁RE+ α:4D_O四'R2B+ yjD_3B + Y2D_O四'R4B+句+向 (9) 
以上のモデノレ式(4)、(5)、(竹、 (9)を用いて、可燃ごみ収集量を目的変数とする推定を行い、各袋種類数聞のごみ
減量効果の比較を行った。
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Coefficient 。 589.35 ** 
PRICE_Cbag -39.53 ** 
Di仔'erCIC -22.93 * 
Di仔'erC RE 一13.22
N_bag -14.64 ** 
Adjusted R-squared 0.37 
F test :F(70，562) 27.62 ** 
Hausman test : X 2(4) 1.38 
(E仔'ectsSpeci日cation) random 
**;pく0.01 *;pく0.05 ';pく0.10
次に、モデル式(5)を用いた推定結果を表 5に示す。 F検定の結果、 1%水準で 表5 モデ〉レ式;(5)の推定結果
帰無仮説は棄却され、 Hausman検定の結果、変量効果推定法が採用された。袋
種類数の各ダミー変数の係数α4へ向は 1%水準で有意となり、いずれも負の値と











係数 }'l及びDO四R4Bの係数 }'2は 10%水準でも有意とならなかった。このた
め、指定袋の種類数が2種類と 3種類の場合、及び2種類と 4種類以上の場合で
は、有意な差は確認で、きなかった。
以上の結果から、 2種類、 3種類、 4種類以上の全てのカテゴリーついて減量
効果が確認された。また、袋種類数のダミー変数の係数を比較すると、 3種類に
比べて4種類以上の袋種類を設定している場合の方が減量効果が高くなることが













C 601.00 ** 
PRICE_Cbag -23.76 * 
Di仔'erCIC 】 17.33* 
Di仔'erC RE -22.24 ** 
D 2B -78.54 ** 
D 3B -44.32林
D OVER4B -68.23 ** 
Adjusted R-squared 0.36 
F test :F(70，562) 27.61 林
Hausman test : X 2(6) 2.24 






C 601.00 ** 
PRICE_Cbag -23.76 本
Di仔'erCIC -17.33 * 
Di仔'erC RE -22.24 *本
D OVER2B -78.54 ** 
D OVER3B 34.22 
D OVER4B -23.91 * 
Adjusted R-squared 0.38 
F test :F(70，562) 27.61 林






C 601.00 ** 
PRICE_Cbag -23.76 * 
Differ C IC -17.33 * 
Differ C RE -22.24料
D OVER2B -78.54 ** 
D 3B 34.22 
D OVER4B 10.31 
Adjusted R-squared 0.38 
F test :F(70，562) 27.61 林
Hausman test : X2(6) 2.24 
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